
た
。
い
つ
も
仲
間
で
何
か
し
た
い
、
し
よ

う
ね
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
実
践
に
つ
な

げ
る
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。」と
い
っ
た

感
想
が
あ
り
、
有
意
義
な
研
修
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
施
設「
つ
く
た
べ
か
ん
」で
、
郷

土
料
理「
み
み
」を
地
元
の
方
か
ら
教
え
て

い
た
だ
き
な
が
ら
皆
で
作
り
ま
し
た
。
男

性
も
女
性
も
一
緒
に
作
っ
て
い
る
エ
プ
ロ

ン
姿
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
が

一
歩
ず
つ
前
進
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
で

き
る
も
の
で
し
た
。

（
都
留
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
報
告
）

　

山
梨
県
富
士
川
町（
旧
増
穂
町
）の
女
性

た
ち
10
人
が
集
ま
り
、
地
域
活
性
化
と
女

性
の
経
済
的
自
立
を
目
指
し
、
共
同
出

資
の
も
と
に
立
ち
上
げ
た
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ「
ス
ペ
ー
ス
ふ
う
」（
２
０
０
２

年
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
認
証
取
得
）を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

理
事
長
の
永
井
さ
ん
は
、
現
在
町
議

会
議
員
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
ド
イ
ツ
の
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
話
を
聞

い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
２
０
０
２
年

か
ら
リ
ユ
ー
ス
食
器
の
レ
ン
タ
ル
事
業
を

始
め
、
今
で
は
、
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府

と
県
内
支
援
企
業
と
協
力
し
て
、「
小
瀬

エ
コ
ス
タ
ジ
ア
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
開

始
、
会
場
内
で
飲
料
、
食
品
販
売
な
ど
に

リ
ユ
ー
ス
カ
ッ
プ
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
起
業
す
る
時
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
知
り
、
勇
気
が
湧
い
て
き
ま
し

ＮＰＯ法人スペースふうにて、県内研修を行いました！

■（上）「スペースふ
う」のリユース食器
の倉庫。
■（下）男性も女性
も 一 緒 に な っ て
作った「みみ」。

男
女
い
き
い
き
・
輝
き
宣
言
企
業
に
登
録
し

ま
せ
ん
か
？

　

山
梨
県
で
は
、
男
女
が
と
も
に
い
き
い
き
と
活

躍
で
き
る
職
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業

や
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
企
業
を

登
録
し
、
そ
の
取
組
み
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

対
　
象　

県
内
に
事
業
所
が
あ
る
企
業
、
法
人
、
団
体

要
　
件　

次
の
い
ず
れ
か
に
取
り
組
ん
で
い
る
、

ま
た
は
取
り
組
も
う
と
す
る
こ
と
を
宣
言
す
る
こ
と

１
．
職
場
で
の
男
女
共
同
参
画
推
進
の
た
め
の

　
　

環
境
整
備

２
．
仕
事
と
家
庭
、
地
域
活
動
な
ど
が
両
立
で

　
　

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
取
り
組
み

３
．
女
性
の
能
力
を
活
か
す
た
め
の
取
り
組
み

４
．
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
取
り
組
み

既
に
登
録
さ
れ
て
い
る
企
業

○
有
限
会
社
ト
ミ
美
容
室

○
株
式
会
社
Ｎ
Ｂ
Ｃ
メ
ッ
シ
ュ
テ
ッ
ク

　

山
梨
都
留
工
場

○
パ
ー
ク
ホ
ン
ダ
販
売
株
式
会
社

○
株
式
会
社
Ｏ
Ｍ
Ｔ

○
富
士
新
幸
株
式
会
社

○
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
電
子
株
式
会
社

問
合
先　

政
策
形
成
課
政
策
担
当

「つなぐ思い」
都留市男女共同参画推進委員
遠藤清一

　本年、４月に都留市男女共同参画推進委員に就任しましたぴゅあ富士の遠
藤です。
　現在、趣味で壮年男子チームの一員としてサッカーをしていますが、サッ
カーというのは、自陣からボールをまわし中盤、前線へとボールをつなぎ、
相手ゴールを目指すものですが、何人もの味方プレイヤーの思いをもって初
めて「ゴール」が生まれるものだと思います。
　都留市における男女共同参画社会の実現に向けた様々な取り組みにつきま
しても、現在に至るまでに関わった多くの方々の「思い」を胸に刻み、これか
らの活動につなげていければと思っています。

遠藤清一委員が委嘱されました。

暴力は、
　愛情ではありません !
　「これは DV なのかな？」と思ったら、
まずは相談してください。辛いのを我
慢することはないのです。
　ひとりで悩まず、下記の専門機関に
ご相談ください。
※DV「ドメスティック・バイオレンス」
とは、配偶者や恋人など、親密な関係
にある、またはあった者から振るわれ
る暴力のことをいいます。
※暴力は身体だけでなく言葉などで精
神的な苦痛を受けることや性的な暴力
も含みます。

山梨県配偶者暴力支援センター
女性相談所
☎　055（254）8635
（年末年始を除く平日9：00 ～ 20：00）

男女共同参画推進センターぴゅあ総合
☎　055（237）7830
（第2・4月曜、祝日の翌日、年末年始を
除く毎日9：00 ～ 17：00）

市の相談窓口 福祉課
☎　（46）5127
（年末年始を除く平日9：00 ～ 17：00）

※リユースとは…
一度使用したものを再
使用することです。
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